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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学

術集会
Sat. Jun 11, 2022

第6会場

交流集会

今更ですが COIって何ですか？−身近な事例を
もとに考える−

[EM1]

委員会:利益相反委員会
10:00 AM - 11:30 AM  第6会場 (総合展示場　311-313会議室)

利益相反委員会交流集会　今更ですが COIって何

ですか？−身近な事例をもとに考える−

○木下 佳子1、三浦 英恵2、村上 礼子3、福田 友秀4、福

田 侑子5 （1. 日本鋼管病院、2. 日本赤十字看護大

学、3. 自治医科大学、4. 武蔵野大学、5. 自治医科大学

附属病院）

10:00 AM - 11:30 AM

[EM1-01]

第7会場

交流集会

今だからこそ事例研究で看護を発信！ −データ
収集とデータ分析に焦点を当てて−

[EM2]

委員会:研究推進委員会
10:00 AM - 11:20 AM  第7会場 (総合展示場　314-315会議室)

研究推進委員会交流集会　今だからこそ事例研究

で看護を発信！ −データ収集とデータ分析に焦点

を当てて−

○松本 亜矢子1、吉田 紀子2,7、明石 惠子3,7、佐藤 まゆ

み4,7、伊藤 真理5,7、清村 紀子6,7 （1. 金沢大学附属病

院、2. 独協医科大学病院、3. 名古屋市立大学大学院看

護学研究科、4. 順天堂大学大学院医療看護学研究

科、5. 川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学

科、6. 大分大学医学部看護学科、7. 研究推進委員会）

10:00 AM - 11:20 AM

[EM2-01]

第3会場

交流集会

クリティカルケア領域における効果的なデスカ
ンファレンスの開催について考えよう

[EM3]

委員会:終末期ケア委員会
11:10 AM - 12:10 PM  第3会場 (国際会議場　国際会議室)

終末期ケア委員会交流集会　クリティカルケア領

域における効果的なデスカンファレンスの開催に

ついて考えよう

○山勢 博彰1、立野 淳子2、加藤 茜3、久間 朝子4、辻本

真由美5、藤岡 智恵6、藤本 理恵7、森山 美香8 （1.

山口大学大学院医学系研究科、2. 一般財団法人平成紫

[EM3-01]

川会 小倉記念病院、3. 信州大学医学部保健学科、4.

福岡大学病院、5. 横浜市立大学附属市民総合医療セン

ター、6. 飯塚病院、7. 山口大学医学部附属病院、8.

島根県立大学看護栄養学部看護学科）

11:10 AM - 12:10 PM

第7会場

交流集会

やればできる！論文投稿 事例報告の取り組み
方

[EM4]

委員会:編集委員会
12:50 PM - 2:10 PM  第7会場 (総合展示場　314-315会議室)

編集委員会交流集会　やればできる！論文投稿

事例報告の取り組み方

○編集委員会1 （1. 編集委員会）

12:50 PM -  2:10 PM

[EM4-01]

第8会場

交流集会

狙いを定めてせん妄ケア −業務に取り入れるせ
ん妄ケアを考えよう−

[EM5]

委員会:せん妄ケア委員会
3:00 PM - 4:00 PM  第8会場 (総合展示場　E展示場)

せん妄ケア委員会交流集会　狙いを定めてせん妄

ケア −業務に取り入れるせん妄ケアを考えよう−

○せん妄ケア委員会1 （1. せん妄ケア委員会）

 3:00 PM -  4:00 PM

[EM5-01]
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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学術集会 

交流集会

今更ですが COIって何ですか？−身近な事例をもとに考える−
委員会:利益相反委員会
Sat. Jun 11, 2022 10:00 AM - 11:30 AM  第6会場 (総合展示場　311-313会議室)
 

 
利益相反委員会交流集会　今更ですが COIって何ですか？−身近な事例をも
とに考える− 
○木下 佳子1、三浦 英恵2、村上 礼子3、福田 友秀4、福田 侑子5 （1. 日本鋼管病院、2. 日本赤十字
看護大学、3. 自治医科大学、4. 武蔵野大学、5. 自治医科大学附属病院） 
10:00 AM - 11:30 AM   
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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学術集会 

10:00 AM - 11:30 AM  (Sat. Jun 11, 2022 10:00 AM - 11:30 AM  第6会場)

利益相反委員会交流集会　今更ですが COIって何ですか？−身近
な事例をもとに考える−

○木下 佳子1、三浦 英恵2、村上 礼子3、福田 友秀4、福田 侑子5 （1. 日本鋼管病院、2. 日本赤十字看護大学、3.
自治医科大学、4. 武蔵野大学、5. 自治医科大学附属病院）
Keywords: 利益相反、COI
 
学会発表するときに、 COI申告のスライドの提示を求められますが、それってどういう意味？と疑問を持つこと
はありませんか？ 利益相反は私たちにとって、まだなじみが薄く、理解が難しい現状があります。研究や教
育、臨床においても利益相反にあたるのかどうか？起こった事象をどのように考えてよいか迷う場面や利益相反
にあたることに気が付かないことがおこっています。しかし、利益相反を適切に管理することは、学術活動の公
明性と中立性を確保するために、非常に重要なことです。 日本クリティカルケア看護学会では、利益相反に関す
る基本的な考え方を示した 「学術活動の利益相反（ Conflict of Interest： COI）に関する指針」や「利益相反
（ Conflict of Interest： COI）に関する指針の運用方法」を策定し、これに従い利益相反を管理していま
す。また、利益相反委員会では、 HPに Q＆ Aを掲載するなど学会員の皆様の理解を深めるための活動をしていま
す。今回の交流集会では、身近な事例を提示し、どのように考えればよいのかを東京医科歯科大学　産学連携研
究センターの飯田香緒里先生に解説していただき利益相反についての理解を深めたいと思います。
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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学術集会 

交流集会

今だからこそ事例研究で看護を発信！ −データ収集とデータ分析に
焦点を当てて−

委員会:研究推進委員会
Sat. Jun 11, 2022 10:00 AM - 11:20 AM  第7会場 (総合展示場　314-315会議室)
 

 
研究推進委員会交流集会　今だからこそ事例研究で看護を発信！ −データ収
集とデータ分析に焦点を当てて− 
○松本 亜矢子1、吉田 紀子2,7、明石 惠子3,7、佐藤 まゆみ4,7、伊藤 真理5,7、清村 紀子6,7 （1. 金沢
大学附属病院、2. 独協医科大学病院、3. 名古屋市立大学大学院看護学研究科、4. 順天堂大学大学
院医療看護学研究科、5. 川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科、6. 大分大学医学部看護学
科、7. 研究推進委員会） 
10:00 AM - 11:20 AM   
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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学術集会 

10:00 AM - 11:20 AM  (Sat. Jun 11, 2022 10:00 AM - 11:20 AM  第7会場)

研究推進委員会交流集会　今だからこそ事例研究で看護を発信！
−データ収集とデータ分析に焦点を当てて−

○松本 亜矢子1、吉田 紀子2,7、明石 惠子3,7、佐藤 まゆみ4,7、伊藤 真理5,7、清村 紀子6,7 （1. 金沢大学附属病
院、2. 独協医科大学病院、3. 名古屋市立大学大学院看護学研究科、4. 順天堂大学大学院医療看護学研究科、5. 川
崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科、6. 大分大学医学部看護学科、7. 研究推進委員会）
Keywords: 事例研究
 
研究推進委員会では、第17回学術集会の交流集会で「今だからこそ事例研究で看護を発信！　事例研究を始めた
い人に聞いてもらいたい座談会」をテーマにオンライン上でハンズオンセミナーを開催しました。参加者アン
ケート結果から事例研究への関心の高まりが感じられ、データ収集や分析について知りたいというご希望があり
ました。そこで今回は、事例研究におけるデータ収集と分析・統合に焦点をあて、事例研究への理解を深めてい
きたいと考えています。 
 
　看護師は日々の実践の中で経験を積み上げており、とてもよい結果が生まれる事例にも遭遇します。しか
し、素晴らしい看護の実践は自認されにくく、言語化に至らぬまま埋もれてしまうことがあります。皆さまの経
験知が形式知に変換されないということです。事例を通して得られた看護の意味を見つけ出して名前をつけ
る、概念化する。そして、その見出された看護を目の前の患者さんの個別性を考慮しながら実践に活用すること
で、新たな看護の価値が創られます。より良い看護実践のバリエーションが豊かになります。実践の現場か
ら、新たな看護の価値を創り上げていくことができる事例研究は、実践の科学である看護にとってはとても有意
義な研究方法の一つだと考えています。 
　今回の交流集会では、クリティカルケア看護領域での事例研究の経験者とともにデータ収集と分析・統合の方
法を議論いたします。皆さまのご質問にもお答えいたします。多くの方々のご参加をお待ちしております。
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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学術集会 

交流集会

クリティカルケア領域における効果的なデスカンファレンスの開催
について考えよう

委員会:終末期ケア委員会
Sat. Jun 11, 2022 11:10 AM - 12:10 PM  第3会場 (国際会議場　国際会議室)
 

 
終末期ケア委員会交流集会　クリティカルケア領域における効果的なデスカ
ンファレンスの開催について考えよう 
○山勢 博彰1、立野 淳子2、加藤 茜3、久間 朝子4、辻本 真由美5、藤岡 智恵6、藤本 理恵7、森山 美
香8 （1. 山口大学大学院医学系研究科、2. 一般財団法人平成紫川会 小倉記念病院、3. 信州大学医
学部保健学科、4. 福岡大学病院、5. 横浜市立大学附属市民総合医療センター、6. 飯塚病院、7. 山
口大学医学部附属病院、8. 島根県立大学看護栄養学部看護学科） 
11:10 AM - 12:10 PM   
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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学術集会 

11:10 AM - 12:10 PM  (Sat. Jun 11, 2022 11:10 AM - 12:10 PM  第3会場)

終末期ケア委員会交流集会　クリティカルケア領域における効果
的なデスカンファレンスの開催について考えよう

○山勢 博彰1、立野 淳子2、加藤 茜3、久間 朝子4、辻本 真由美5、藤岡 智恵6、藤本 理恵7、森山 美香8 （1. 山口
大学大学院医学系研究科、2. 一般財団法人平成紫川会 小倉記念病院、3. 信州大学医学部保健学科、4. 福岡大学病
院、5. 横浜市立大学附属市民総合医療センター、6. 飯塚病院、7. 山口大学医学部附属病院、8. 島根県立大学看護
栄養学部看護学科）
Keywords: デスカンファレンス、終末期ケア、クリティカルケア領域
 
救命、そして早期回復を担うクリティカルケア領域においても終末期ケアの重要さとともにその難しさが明確に
なってきています。患者の入れ替わりが頻繁にあり、時間的猶予のない中にも、終末期患者に対して、その人ら
しい最期が迎えられるようよりよい介入を模索しているのが現実ではないでしょうか。 
　デスカンファレンスは、患者の死亡退院後に提供した治療と看護ケアについて振り返り、そのなかで感じたこ
とを多職種で語り合い、気持ちを分かち合う場です。その効果には、今後の看護ケアの向上、医療者自身のグ
リーフケア、バーンアウトの予防、死生観の育成などがあります。しかし、デスカンファレンスの開催には、多
職種参加の難しさや振り返りの意図の共有の困難さ、進め方などの障壁をクリアしていくことが求められま
す。また終末期ケア自体が非常にデリケートな事柄であるため、クリティカルケア領域におけるデスカンファレ
ンスの実態はほとんど報告されていません。 
　本交流集会では、話題提供として、3名の演者から救急領域や ICU、慢性期領域において、どのようにデスカン
ファレンスを実施しているのかをご紹介いただき、終末期ケアを振り返るデスカンファレンスの開き方、進め方
など具体的なヒントを得ながらディスカッションしたいと思っています。 多くの方のご参加を心よりお待ちして
います。 
 
座長 
久間朝子　（福岡大学病院）  
森山美香　（島根県立大学看護栄養学部看護学科） 
 
演者 
小島　朗　（大原綜合病院） 
辻本真由美（横浜市立大学附属市民総合医療センター） 
山崎友香子（信州大学医学部付属病院）
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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学術集会 

交流集会

やればできる！論文投稿 事例報告の取り組み方
委員会:編集委員会
Sat. Jun 11, 2022 12:50 PM - 2:10 PM  第7会場 (総合展示場　314-315会議室)
 

 
編集委員会交流集会　やればできる！論文投稿 事例報告の取り組み方 
○編集委員会1 （1. 編集委員会） 
12:50 PM -  2:10 PM   



[EM4-01]
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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学術集会 

12:50 PM - 2:10 PM  (Sat. Jun 11, 2022 12:50 PM - 2:10 PM  第7会場)

編集委員会交流集会　やればできる！論文投稿 事例報告の取り
組み方

○編集委員会1 （1. 編集委員会）
Keywords: 事例報告、論文投稿
 
本学会編集委員会は，クリティカルケア看護領域における知の蓄積と発進というミッションを掲げ，質の高いク
リティカルケア看護に関する論文の発刊を目標として活動しています．2018年のオンライン投稿開始から2021年
までの採択論文件数は47件で，事例報告として採択されたのは4編(2021年，2017年，2008年，2006年)と少な
いのが現状です．  
事例報告が少ない理由は明確ではありませんが，「忙しい業務の合間を縫って事例をまとめることができな
い」，「日々の看護実践で疑問や困難を覚える，あるいは効果的であったなど印象に残る事例はあるけれど，ど
のようにまとめたらよいかわからない」といった状況が推察されます． 
　私たちは自分の実践が患者にとってどうであったのか，という問いを持つ場合があります．そのような問い
は，そのままにしておくと一瞬にして過ぎ去ってしまいます．心に留めた問いを持ち続けることにより,「こうい
うことだったのか」という腑に落ちる振り返りにつながる場合もありますが,それは個々の看護師のなかで実践知
として蓄積されるにとどまります．看護実践を丁寧に振り返り,その個別具体性や看護の実践課題と成果を事例報
告として共有することは，実践知を形式知に変換すること,すなわち知の創造につながると考えます．また,他者に
とっては,「何らかの事実を知り,洞察を見出して次の実践に向かう」という経験をすることになり,結果的に一つの
事例が多くの臨床家の豊かな看護実践につながります．そして，振り返りの中で見出した共通の現象は次の研究
の一歩となる可能性も持ち合わせています． 
　以上より,本学会編集委員会ではより多くの実践事例を事例報告として投稿していただきたいと考えていま
す．そこで，本交流集会は事例報告に焦点を絞り，その理解を深めるために企画いたしました． 
　具体的なプログラムとしてはまず，事例報告とは何か，について投稿規程とあわせて説明いたします．ひとつ
の臨床事例を用いて，事例報告にまとめるプロセスを紹介したいと考えています．臨床事例を俯瞰し，報告につ
ながるよう，どのように焦点化するのか，その方法について具体的に説明しながら会員の皆様と交流したいと考
えています．続いて，報告した事例を論文としてまとめる際の要点についても説明いたします． 
　これから事例報告をまとめてみようと思う方，事例報告の研究を指導される方など，多くの皆様のご参加をお
待ちしております． 
〈タイムスケジュール〉 ①事例報告のまとめ方45分（参加者のワーク含む） ②事例報告の発表，論文執筆時のポ
イント20分 ③まとめ，質疑応答，アンケート15分　 
 
編集委員会：荒井 知子1、村田 洋章2、矢富 有見子3、佐藤 冨美子4、中村 美鈴5、清村 紀子6、田口 豊恵7、福田
美和子8、小泉 雅子9、田口 智恵美10 (1. 杏林大学医学部付属病院、2. 防衛医科大学校、3. 国立看護大学校、4. 福
島県立医科大学、5. 東京慈恵会医科大学、6. 大分大学、7. 京都看護大学、8. 目白大学、９．東京女子医科大学大
学院、10．千葉県立保健医療大学)
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Japan Academy of Critical Care Nursing 第18回日本クリティカルケア看護学会学術集会 

交流集会

狙いを定めてせん妄ケア −業務に取り入れるせん妄ケアを考えよう
−

委員会:せん妄ケア委員会
Sat. Jun 11, 2022 3:00 PM - 4:00 PM  第8会場 (総合展示場　E展示場)
 

 
せん妄ケア委員会交流集会　狙いを定めてせん妄ケア −業務に取り入れるせ
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せん妄ケア委員会交流集会　狙いを定めてせん妄ケア −業務に取
り入れるせん妄ケアを考えよう−

○せん妄ケア委員会1 （1. せん妄ケア委員会）
Keywords: せん妄、せん妄ケア、せん妄ケアリスト
 
せん妄ケアは、独立したケアではありません。普段、皆さんが行っている看護ケアの一環です。では、どのよう
な看護ケアがせん妄ケアになっているのでしょう。 
　入院時のせん妄ハイリスクの評価、入院中のせん妄を見逃さないためのせん妄スクリーニング、そして日常の
看護ケアの中にあるせん妄ケア…。 
　今回は、せん妄ケア委員とみなさんでディスカッションをしながら、普段の業務に取り入れられるようなせん
妄ケアを探っていく交流集会を企画しました。 
　難しく構えず、実際の患者プロセスを一緒に見ながら、ご自身の所属施設で、すでにやっていらっしゃるこ
と、まだ取り組まれていないけどできそうなこと、少し頑張ってやった方が良さそうなことをせん妄ケア委員会
のメンバーと一緒に考えていきましょう。 
　せん妄ケアやせん妄ケアリストに関するお悩み、質問、当日のディスカッションで取り上げて欲しいことがあ
れば下記の QRコードからお寄せください。 
 


